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要約
事業概要

パンチ工業株式会社（東証STD 6165、以下、同社）はプラスチック金型やプレス金型に組み込まれる部品であるエジェ

クタピンやパンチ・ダイなどを製造する金型部品メーカーである（金型自体は製造しない）。熱処理技術、表面処理技

術、研削加工技術などの長年積み上げた製造技術を習得した熟練技術者が、材料となる鋼や超硬材を加工し、カタログ品

（以下、標準製品）や特注品を製造する。顧客の仕様に基づくオーダーメイド製品を切削、研削などの精密加工技術を駆

使し受託製造を行う特注品に注力している（金型部品売上高の約60%）。自動車、電子部品・半導体などの製造業界の企

業が顧客である。グローバルで事業を展開しており売上高の約3/4が海外で、特に中国が売上高の60%程度を占める。

2024年10月、同社および株式会社ミスミグループ本社（東証PRM 9962、割当予定先）は資本業務提携契約を締結し

た。物流の統合や商品の相互供給などの協業を進めている。

大量生産される金属製品やプラスチック製品はほとんどが金型を使った製法によって作られており、自動車、電機（家電

用・産業用）、玩具・日用品・雑貨などの部品・製品の製造で幅広く金型が使用されている。同社の金型部品は金型に組

み込まれ、金型から製品を突き出す（エジェクタピン）・材料に圧力をかけ加工する（圧力をかける側がパンチ、受ける

側がダイ）などの用途で使用される。

1975年に森久保有司氏が創業し、1982年にプラスチック金型用ハイス鋼製エジェクタピンの量産化に世界で初めて成功

した（熱処理技術で硬度と靭性を両立）。これによって、従来製品に対して高い精度と耐久性を実現したことで市場シェ

アを拡大した。1989年にはプレス金型部品の製造に参入した。1990年には安い労働コストに目をつけ日本の製造業とし

ては早くに中国に進出した。その後、バブル経済崩壊、2008年世界金融危機などで国内の金型生産額が減少する中、同

社は中国、アジア、欧米などで製造・販売を拡大し、成長を続けた。

2026年3月期の売上高は42,100百万円、営業利益は2,031百万円であった。2026年3月期の業種別売上高割合は、自動車

関連が42.2%、電子部品・半導体関連が17.1%、家電・精密機器関連が9.3%、その他（産業機械、情報通信、医療関

連、食品関連、商社など）が31.4%だった。製品は、標準製品（売上高構成比40%程度）と特注品（同60%程度）に分け

られ、標準製品では、プラスチック成形や金属プレスの金型を中心にさまざまな金型に必要となる汎用性の高い製品を豊

富にラインナップし、カタログ販売を行う。

同社は特に特注品に注力している。金型はさまざまな最終製品に合わせて作成されるため、すべて固有のサイズ・形状を

持っており、標準製品だけで金型を完成させることはできない（標準製品ではパターン（形状）、サイズ、寸法、材質な

どが該当しないという状況が多く生まれる）。顧客が標準製品をカスタマイズしようとしても技術的に加工できない、あ

るいは製造コストが高価となり採算が取れないという場合に、顧客は同社に特注品を発注する。特注品の製造にあたって

は、同社の技術者が顧客から入手する図面に沿って0.01㎜や0.001㎜といった単位の微細な加工を行う必要があり、熟練

技術者と機械・設備を活用する。

製造では、長年積み上げた技術ノウハウを習得した熟練技術者が社内生産を行う。さらに、築き上げた約300社の協力工

場による社外生産を併用する。従業員全体の70%程度が製造部門に属し、2千台を超える工作機械や測定機器および検査

機器を駆使し、前工程から後工程まで全プロセス一気通貫の生産体制を構築している。加工工程ごとに担当の技術者を分

けており、特定の機械・設備を使った加工を一人の技術者が長い期間担当することで、一人一人の技術者が手作業による

研磨や丸物加工などの高度な専門的加工技術力を習得している。

販売では、標準製品はECサイトによるWeb受注率が70%強程度を占める（残りは訪問営業、メール、FAXなど）。特注品

では営業人員が顧客を訪問する密着型の受注活動を行う。営業人員は顧客の技術的な課題を聞き出し、その課題に対し

て、最適な製品、カスタマイズ（硬度、材質、加工方法、表面処理など）、トータルコスト、納期などを提案する。その

ため、営業人員も実際の加工や業界知識を学ぶ研修を受け、技術的な知識を習得している。また、技術者が営業に同行す

ることも行う。このような営業活動によって同社は顧客からの信頼を醸成し、特注品の新規受注につなげる。国内では、

全国10カ所に販売拠点を配置し、約6千社の顧客と取引を行う。中国では、1990年に製造子会社を設立し、いち早く海外

展開を進めたことで、約8千社の顧客と取引を行う。
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出荷数量は、自動車、電機（家電用・産業用）、玩具・日用品・雑貨などの幅広い製造業顧客の金型使用量と連動する。

出荷数量に製品単価を乗じた金額が売上高となる。製品単価は標準製品で1個数百円から数千円程度、特注品は1個数千

円から数万円程度が多い。一度の注文量は1個から数百個以上とばらつきがあり、消耗したらリピートオーダーとなる。

売上高のうちプラスチック金型部品が1/3、プレス金型部品が半分強、残りがFA部品である。売上原価は製品製造に使用

する材料費（10%程度）、人件費（30%程度）、外製品の購入にかかる売上原価（40%程度）で構成される。収益性では

特注品の売上総利益率が相対的に高く、標準製品が低いが、標準製品はウェブ経由の受注が多く営業費用が少ないことか

ら、営業利益率では、標準製品と特注品に大きな差はない。

同社推定の金型部品業界の世界シェアは約6%で世界2位である（同社資料より）。日本におけるシェアは約18%で2位、

中国におけるシェアは約10%で1位である（同）。金型部品では株式会社ミスミグループ本社（東証PRM 9962。以下、ミ

スミグループ）がシェアトップであるが、ミスミグループはほぼ標準製品しか販売していない。同社によれば、特注品に

おいては、同社が日本と中国でそれぞれトップシェアであり、他に規模の大きな競合会社はないという（特注品は金型メ

ーカーや金型ユーザー企業が標準製品をカスタマイズして製造することがあり、特注品だけを集計した統計がないためシ

ェアの正確な推計はできない）。なお、2024年10月にミスミグループとは資本業務提携契約を締結した。商品の相互供給

などの協業によりシナジーを早期に実現するため協議を行っている。

金型部品の世界市場規模は、約600,000百万円と同社は認識している。国内の金型生産額は、プレス金型は、2004年の

576,174百万円から2022年には436,749百万円に減少した（年平均成長率1.5%減）。プラスチック金型は、2004年の

619,313百万円から2022年には403,150百万円となった（同2.4%減）。国内の金型生産額は、メーカーの製造拠点の海外

移転、脱プラスチックの流れ、景気悪化、新型コロナウイルス感染症による生産減少などにより減少傾向にあった。ただ

し、世界の金型生産額は、2008年は91,608百万ドルであったが、2025年には14.7兆円まで増加した。労働力の安さから

先進国から生産移転が進んだ中国・アジア地域の成長率が高くなっており、同社は主に中国で売上高を伸ばすことで国内

金型部品市場縮小の影響を軽減した。

業績動向

2026年3月期通期実績は、売上高42,100百万円（前期比3.1%増）、営業利益2,031百万円（同20.5%増）、経常利益2,201

百万円（同36.5%増）、親会社株主に帰属する当期純利益851百万円（同2.0%減）となった。日本においては、2023年10

月の経営合理化を契機に整備途上である営業体制の再構築や、物価高による個人消費の停滞等の影響を受け、前年を下回

る結果となった。一方、中国においては自動車関連を中心に受注が堅調に推移したほか、東南アジア地域および欧米他地

域では、積極的な展示会出展や販売代理店との関係強化により、前年を上回る売上となった。1株当たり年間配当金は前

期と同額の19.56円となった（配当性向63.2%）。

2026年8月、同社は、2027年3月期会社予想の修正を発表した。売上高45,500百万円（前期比8.1%増）、営業利益2,400

百万円（同18.2%増）、経常利益2,400百万円（同9.0%増）、親会社株主に帰属する当期純利益1,200百万円（同41.0%

増）を見込む。1株当たり年間配当金は、前期比0.54円増の20.10円を見込む（配当性向46.1%）。当第2四半期累計期間

の業績予想修正を反映して売上高および利益を上方修正するものの、当下期については中東地域を巡る地政学的リスクの

高まり、イラン情勢の変化に伴う世界経済および設備投資需要への影響が懸念されることや、中国経済の緩やかな減速な

どを背景に先行きの不透明感が強まっている状況が続いていることから、需要減少リスクを一定程度織り込んでいる。こ

のため、当下期の業績見通しについては慎重な前提を置いている。

2026年5月、同社は、2026年度から2028年度の3カ年を計画期間とする新・中期経営計画「バリュークリエーション

28」を策定した。2029年3月期に売上高50,000百万円、営業利益3,400百万円、営業利益率6.8%、ROE8.0%以上、

ROIC10.0%以上を目指す。基本方針は既存事業（金型部品事業）における特注品特化と生産性向上による安定したキャ

ッシュ創出力の強化、自動化・省人化ニーズを背景としたFA事業の育成・拡大による第2の収益の柱の確立などである。

同社の強みと弱み

SR社では、同社の強みを以下の3点と考えている。

多くの熟練技術者と機械・設備に支えられた精密加工技術・生産体制と顧客密着型営業拠点網によりグローバルな特

注品市場でトップシェアのポジションを確立していること
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若手技術者への技術承継、営業人員に顧客の金型や同社の金型部品に関する実技研修、その他の従業員への再教育を

行うパンチアカデミーなどの教育体制

中国にいち早く進出し、製造・販売拠点を拡充してきたことで成長市場である中国において8千社の顧客数・シェア1

位の地位を確立できていること

SR社では、同社の弱みを以下の3点と考えている。

熟練技術者の育成に時間がかかり、最新の工作機械やロボット・自動化機械の活用が遅れ事業展開スピードが遅いこ

と

標準製品でEC展開が遅れ、競合に市場シェアが流れていること

成長事業と位置付けているFA事業において、競合対比で出遅れていること
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主要経営指標の推移

出所：会社資料に基づきSR社作成

*表の数値が会社資料とは異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

**当期純利益は親会社株主に帰属する当期純利益

損益計算書 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結会予

売上高 36,649 41,025 40,936 35,349 32,462 39,359 42,800 38,344 40,822 42,100 45,500
YoY -0.3% 11.9% -0.2% -13.6% -8.2% 21.2% 8.7% -10.4% 6.5% 3.1% 8.1%

売上総利益 10,192 11,658 11,472 9,187 9,087 11,445 11,631 10,082 10,810 11,315
YoY 0.1% 14.4% -1.6% -19.9% -1.1% 26.0% 1.6% -13.3% 7.2% 4.7%
売上総利益率 27.8% 28.4% 28.0% 26.0% 28.0% 29.1% 27.2% 26.3% 26.5% 26.9%

営業利益 1,991 2,844 2,579 836 1,613 3,042 2,437 1,240 1,685 2,031 2,400
YoY 0.2% 42.8% -9.3% -67.6% 93.0% 88.5% -19.9% -49.1% 35.9% 20.5% 18.2%
営x利益率 5.4% 6.9% 6.3% 2.4% 5.0% 7.7% 5.7% 3.2% 4.1% 4.8% 5.3%

経常利益 1,874 2,732 2,547 713 1,677 3,008 2,394 1,421 1,613 2,201 2,400
YoY 12.5% 45.7% -6.8% -72.0% 135.1% 79.4% -20.4% -40.6% 13.5% 36.5% 9.0%
 常利益率 5.1% 6.7% 6.2% 2.0% 5.2% 7.6% 5.6% 3.7% 4.0% 5.2% 5.3%

当期純利益 1,376 1,789 960 -3,486 478 2,041 1,390 -577 868 851 1,200
YoY 10.1% 30.0% -46.3% - - 327.2% -31.9% - - -2.0% 41.0%
当Ýu利益率 3.8% 4.4% 2.3% - 1.5% 5.2% 3.2% - 2.1% 2.0% 2.6%

一株当たりデータ

Ýå発行済�式ª�5� 22,122 22,122 22,122 22,122 22,122 22,332 24,622 24,622 27,622 27,622
½Ø自己�式ª�5� 100 200 380 313 303 276 191 157 110 86

EPS�円 62.5 81.6 43.9 -160.0 21.9 93.4 60.6 -23.6 33.7 30.9 43.6
EPS �潜¯�式調¬後 �円 62.4 81.4 43.7 - 21.8 84.4 60.2 - 33.6 30.9
DPS�円 13.0 16.8 16.8 2.0 2.0 13.0 19.5 19.4 19.6 19.6 20.1
BPS�円 646 737 721 537 568 737 778 765 800 838
貸借対照表　（百万円）

現金・預金・Í�証券 3,280 3,771 3,580 3,390 4,092 4,816 5,213 6,031 6,495 6,641
流動資産合計 19,150 20,842 19,559 17,792 18,061 21,280 22,078 21,903 23,518 24,745

Í形�A資産 8,669 9,939 9,972 7,135 6,195 7,013 7,315 6,848 7,259 7,610
無形�A資産 1,243 1,158 1,002 345 175 178 695 618 612 296
í資Ôå他å資産 390 621 622 305 272 304 368 278 1,579 1,647

�定資産合計 10,302 11,718 11,596 7,784 6,642 7,494 8,378 7,745 9,451 9,554
資産合計 29,452 32,561 31,155 25,577 24,703 28,774 30,456 29,649 32,970 34,300

短ÝÍ利子負債 4,346 3,730 4,326 3,149 3,325 2,486 2,039 1,351 1,823 2,651
流動負債合計 11,725 12,650 11,531 9,280 9,455 10,001 9,181 7,605 8,668 9,533

長ÝÍ利子負債 2,461 2,152 2,342 2,927 1,252 908 676 2,202 1,278 432
�定負債合計 3,551 3,736 3,890 4,549 2,811 2,466 2,223 3,293 2,262 1,686
負債合計 15,276 16,386 15,421 13,829 12,266 12,467 11,403 10,899 10,931 11,220

自己資æ 14,167 16,149 15,687 11,704 12,399 16,265 19,008 18,712 22,006 23,074
純資産合計 14,176 16,175 15,734 11,747 12,436 16,307 19,053 18,750 22,038 23,079
Í利子負債�短Ý�ê長Ý 6,807 5,882 6,668 6,076 4,576 3,394 2,715 3,553 3,101 3,083
キャッシュフロー計算書 （百万円）
営xÚ動âÿ�#Y9-[Kcr 1,785 3,394 3,185 2,490 2,943 2,941 2,560 1,276 2,271 1,865
í資Ú動âÿ�#Y9-[Kcr -2,770 -2,336 -3,253 -1,789 -670 -1,100 -1,547 -680 -2,415 -1,276
財務Ú動âÿ�#Y9-[Kcr 1,200 -739 74 -772 -1,685 -1,601 -756 -2 181 -696
財務指標（百万円、%、x）
自己資æu利益率�ROE) 9.8% 11.8% 6.0% -25.5% 4.0% 14.2% 7.9% -3.1% 4.3% 3.8%

当Ýu利益率 3.8% 4.4% 2.3% - 1.5% 5.2% 3.2% - 2.1% 2.0%
財務bFb9. 2.0 2.0 2.0 2.1 2.1 1.9 1.7 1.6 1.5 1.5
総資産xù率 1.3 1.3 1.3 1.2 1.3 1.5 1.4 1.3 1.3 1.3
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セグメントWx績推h

出所：会社資料よりSR社作成

¶域別売上高推h 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 36,649 41,025 40,936 35,349 32,462 39,359 42,800 38,344 40,822 42,100
YoY -0.3% 11.9% -0.2% -13.6% -8.2% 21.2% 8.7% -10.4% 6.5% 3.1%
日æ 15,904 17,154 16,777 14,566 12,338 14,020 14,104 12,438 11,613 11,016
YoY 1.7% 7.9% -2.2% -13.2% -15.3% 13.6% 0.6% -11.8% -6.6% -5.1%
売上高µ�比 43.4% 41.8% 41.0% 41.2% 38.0% 35.6% 33.0% 32.4% 28.4% 26.2%
中� 17,428 20,103 19,899 16,837 16,889 20,956 23,451 20,443 23,383 24,903
YoY -2.1% 15.3% -1.0% -15.4% 0.3% 24.1% 11.9% -12.8% 14.4% 6.5%
売上高µ�比 47.6% 49.0% 48.6% 47.6% 52.0% 53.2% 54.8% 53.3% 57.3% 59.2%
Ôå他 3,317 3,769 4,259 3,946 3,235 4,382 5,244 5,462 5,824 6,180
YoY 0.2% 13.6% 13.0% -7.3% -18.0% 35.5% 19.7% 4.2% 6.6% 6.1%
売上高µ�比 9.1% 9.2% 10.4% 11.2% 10.0% 11.1% 12.3% 14.2% 14.3% 14.7%
½Ø�C�.� 1,535 1,376 1,740 1,966 1,901 1,951 2,041
YoY - -10.4% 26.5% 13.0% -3.3% 2.6% 4.6%
売上高µ�比 4.3% 4.2% 4.4% 4.6% 5.0% 4.8% 4.8%
½Ø�米他 2,410 1,858 2,641 3,277 3,561 3,873 4,139
YoY - -22.9% 42.1% 24.1% 8.7% 8.8% 6.9%
売上高µ�比 6.8% 5.7% 6.7% 7.7% 9.3% 9.5% 9.8%

業�別売上高推h 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 36,649 41,025 40,936 35,349 32,462 39,359 42,800 38,344 40,822 42,100
YoY -0.3% 11.9% -0.2% -13.6% -8.2% 21.2% 8.7% -10.4% 6.5% 3.1%
自動車¼Â 16,780 18,370 17,877 15,370 13,682 16,442 18,082 16,537 17,194 17,784
YoY -1.6% 9.5% -2.7% -14.0% -11.0% 20.2% 10.0% -8.5% 4.0% 3.4%
売上高µ�比 45.8% 44.8% 43.7% 43.5% 42.1% 41.8% 42.2% 43.1% 42.1% 42.2%
�子K品・;�C¼Â 7,000 7,880 7,558 6,113 6,315 8,043 7,866 6,930 6,990 7,199
YoY 6.9% 12.6% -4.1% -19.1% 3.3% 27.4% -2.2% -11.9% 0.9% 3.0%
売上高µ�比 19.1% 19.2% 18.5% 17.3% 19.5% 20.4% 18.4% 18.1% 17.1% 17.1%
W�・:d�/¼Â 4,480 4,780 4,837 4,298 3,888 4,192 4,312 3,647 3,836 3,897
YoY -6.7% 6.7% 1.2% -11.1% -9.5% 7.8% 2.9% -15.4% 5.2% 1.6%
売上高µ�比 12.2% 11.7% 11.8% 12.2% 12.0% 10.7% 10.1% 9.5% 9.4% 9.3%
Ôå他 8,400 9,940 10,662 9,566 8,574 10,679 12,538 11,229 12,800 13,218
YoY 1.2% 18.3% 7.3% -10.3% -10.4% 24.6% 17.4% -10.4% 14.0% 3.3%
売上高µ�比 22.9% 24.2% 26.0% 27.1% 26.4% 27.1% 29.3% 29.3% 31.4% 31.4%

�FA売上高 2,741 2,483 2,647 3,058 3,084
YoY - -9.4% 6.6% 15.5% 0.9%
売上高µ�比 7.0% 5.8% 6.9% 7.5% 7.3%
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直近更新内容
x績µ想および配当µ想の修正に関して発表

2026年8月7日

パンチ工業株式会社は、2027年3月期第2四半期累計期間および通期の業績予想、配当予想の修正に関して発表した。

（リリース文へのリンクはこちら）

����年�月期第�四半期累計期間x績µ想ª値の修正

売上高：23,000百万円（前回予想は22,100百万円）

営業利益：1,260百万円（同1,070百万円）

経常利益：1,230百万円（同1,040百万円）

親会社株主に帰属する中間純利益：600百万円（同340百万円）

����年�月期通期x績µ想ª値の修正

売上高：45,500百万円（前回予想は45,000百万円）

営業利益：2,400百万円（同2,300百万円）

経常利益：2,400百万円（同2,250百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益：1,200百万円（同1,100百万円）

x績µ想修正の理由

当第1四半期実績については、前期第4四半期から日本事業において想定を上回って受注が回復しつつあることから原価

率改善となったことに加え、中国や東南アジアをはじめとする海外事業においても底堅い需要が継続したことなどから、

売上高および利益は当初計画を上回って推移した。

当第2四半期累計期間の業績予想については、日本事業における受注回復を踏まえ、売上高および利益を上方修正した。

通期の業績予想については、当第2四半期累計期間の業績予想修正を反映して売上高および利益を上方修正するものの、

当下期については中東地域を巡る地政学的リスクの高まり、イラン情勢の変化に伴う世界経済および設備投資需要への影

響が懸念されることや、中国経済の緩やかな減速などを背景に先行きの不透明感が強まっている状況が続いていることか

ら、需要減少リスクを一定程度織り込んでいる。このため、当下期の業績見通しについては慎重な前提を置いている。

配当µ想の修正

1株当たり年間配当金：20.10円（前回予想：20.00円）

配当予想について、同社の配当方針「連結配当性向30%以上、かつ株主資本配当率（DOE）3%以上」に則り、上記業績

予想の修正により、当第2四半期期末配当予想を1株当たり10.05円（前回予想：10.00円）、期末配当予想を1株当たり

10.05円（同：10.00円）に修正し、年間配当金は1株当たり20.10円（前期比0.54円増）を見込む。
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業績動向
四半期業績動向

出所：会社資料よりSR社作成

u半期業績推h（累計） 26年3月期 27年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 進捗率 通期会予

売上高 10,171 20,564 31,460 42,100 10,852 23.9% 45,500
YoY 5.3% 2.9% 3.9% 3.1% 6.7% 8.1%

売上総利益 2,648 5,495 8,480 11,315 3,000
YoY 4.6% 4.3% 6.1% 4.7% 13.3%
売上総利益率 26.0% 26.7% 27.0% 26.9% 27.6%

販管費 2,263 4,506 6,860 9,283 2,433
YoY 1.6% -1.5% 0.6% 1.7% 7.5%
売上高販管費比率 22.2% 21.9% 21.8% 22.0% 22.4%

営x利益 384 989 1,619 2,031 566 23.6% 2,400
YoY 26.7% 42.9% 38.1% 20.5% 47.4% 18.2%
営x利益率 3.8% 4.8% 5.1% 4.8% 5.2% 5.3%

 常利益 338 1,035 1,790 2,201 572 23.8% 2,400
YoY -5.6% 70.8% 49.9% 36.5% 69.2% 9.0%
 常利益率 3.3% 5.0% 5.7% 5.2% 5.3% 5.3%

u;Ýu利益 145 559 635 851 375 31.3% 1,200
YoY 1.4% 163.7% 1.8% -2.0% 158.6% 41.0%
u;Ýu利益率 1.4% 2.7% 2.0% 2.0% 3.5% 2.6%

u半期業績推h（3カ月） 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
売上高 10,171 10,393 10,896 10,640 10,852

YoY 5.3% 0.6% 5.9% 0.9% 6.7%
売上総利益 2,648 2,847 2,985 2,835 3,000

YoY 4.6% 4.0% 9.5% 0.7% 13.3%
売上総利益率 26.0% 27.4% 27.4% 26.6% 27.6%

販管費 2,263 2,243 2,354 2,423 2,433
YoY 1.6% -4.5% 4.8% 5.3% 7.5%
売上高販管費比率 22.2% 21.6% 21.6% 22.8% 22.4%

営x利益 384 605 630 412 566
YoY 26.7% 55.5% 31.3% -19.7% 47.4%
営x利益率 3.8% 5.8% 5.8% 3.9% 5.2%

 常利益 338 697 755 411 572
YoY -5.6% 181.0% 28.4% -1.9% 69.2%
 常利益率 3.3% 6.7% 6.9% 3.9% 5.3%

u;Ýu利益 145 414 76 216 375
YoY 1.4% 500.0% -81.6% -11.5% 158.6%
u;Ýu利益率 1.4% 4.0% 0.7% 2.0% 3.5%
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x�W・地域W売f高

出所：会社資料よりSR社作成

2027年3月期第1四半期実績

x績�要

売上高：10,852百万円（前年同期比6.7%増）

営業利益：566百万円（同47.4%増）

経常利益：572百万円（同69.2%増）

親会社株主に帰属する四半期純利益：375百万円（同158.6%増）

売上高：売上高は10,852百万円（前年同期比6.7%増）となった。日本においては、2023年10月の経営合理化以降、

営業体制の再構築や物価高による個人消費の停滞などの影響を受けて低迷していたが、景気の回復による市況の活性

化や営業活動の効果が見え始め、前年同期を上回る結果となった。一方、中国においては価格競争の激化や景気低迷

を背景に自動車関連向けの売上高が減少したものの、スマートフォン向けの旺盛な需要や注力製品の拡販による売上

増加で補った。東南アジア地域および欧米他地域では、2025年12月にグループ会社化したPUNCH INDUSTRY SALES

MALAYSIA SDN. BHD.の効果や積極的な展示会出展や販売代理店との関係強化により、堅調に推移した。

売上総利益：売上総利益は3,000百万円（前年同期比13.3%増）となった。売上総利益率は27.6%となった（同1.6%ポ

イント上昇）。

販管費：販管費は2,433百万円（前年同期比7.5%増）となった。売上高販管費比率は22.4%となり、同0.2%ポイント

上昇した。営業利益率は5.2%となり、同1.4%ポイント上昇した。利益面では、協力工場からの仕入れ価格の上昇や外

勤活動強化による営業活動費の増加が継続したものの、日本での売上増加による原価率良化などによりカバーした。

u半期業�別・¶域別売上高推h（累計） 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q
売上高 10,171 20,564 31,460 42,100 10,852

YoY 5.3% 2.9% 3.9% 3.1% 6.7%
x種別 自動車¼Â 4,517 8,929 13,359 17,784 4,333

YoY 7.3% 5.0% 5.1% 3.4% -4.1%
�子K品・;�C¼Â 1,714 3,547 5,400 7,199 1,958

YoY 9.2% 4.0% 3.2% 3.0% 14.2%
W�・:d�/¼Â 905 1,902 2,880 3,897 1,144

YoY -0.7% -2.7% -0.8% 1.6% 26.4%
Ôå他 3,034 6,185 9,820 13,218 3,415

YoY 2.3% 1.1% 4.1% 3.3% 12.6%
¶域別 日æ 2,656 5,332 8,213 11,016 3,004

YoY -8.9% -7.2% -4.9% -5.1% 13.1%
中� 6,054 12,236 18,626 24,903 6,177

YoY 11.9% 7.6% 7.9% 6.5% 2.0%
�C�.� 489 1,010 1,568 2,041 630

YoY 9.9% 6.3% 9.7% 4.6% 28.8%
�米他 970 1,985 3,051 4,139 1,038

YoY 9.0% 3.2% 3.4% 6.9% 7.0%
u半期業�別・¶域別売上高推h（3カ月） 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
売上高 10,171 10,393 10,896 10,640 10,852

YoY 5.3% 0.6% 5.9% 0.9% 6.7%
x種別 自動車¼Â 4,517 4,412 4,430 4,425 4,333

YoY 7.3% 2.8% 5.2% -1.2% -4.1%
�子K品・;�C¼Â 1,714 1,833 1,853 1,799 1,958

YoY 9.2% -0.4% 1.8% 2.3% 14.2%
W�・:d�/¼Â 905 997 978 1,017 1,144

YoY -0.7% -4.5% 3.3% 8.9% 26.4%
Ôå他 3,034 3,151 3,635 3,398 3,415

YoY 2.3% 0.0% 9.8% 0.8% 12.6%
¶域別 日æ 2,656 2,676 2,881 2,803 3,004

YoY -8.9% -5.4% -0.4% -5.8% 13.1%
中� 6,054 6,182 6,390 6,277 6,177

YoY 11.9% 3.7% 8.4% 2.6% 2.0%
�C�.� 489 521 558 473 630

YoY 9.9% 3.2% 16.3% -9.2% 28.8%
�米他 970 1,015 1,066 1,088 1,038

YoY 9.0% -1.7% 3.8% 17.9% 7.0%
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営業利益の増減分析は、売上高増加が177百万円増（増加要因：日本の受注増加。減少要因：主に中国の自動車関連の

受注減少）、原価率改善が174百万円増（同：日本での稼働増による原価率改善。同：材料などの調達コストの高止ま

り）、変動費増加が4百万円減・固定費増加が165百万円減（同：日本・中国での間接費の抑制。同：増収による物流

費および日本での営業活動人員の増加）となった。売上面では、日本の受注状況が回復し、すべての地域で前年同期

実績を上回り、増収となった。利益面では、協力工場からの仕入れ価格の上昇や営業活動量の増加等によるコスト増

が継続したものの、日本での売上増加による原価率良化などによりカバーし、増益となった。

通期会社µ想に対する進g

当第1四半期における通期会社予想（2026年8月修正）に対する進捗率は、売上高が23.9%、営業利益が23.6%、経常利

益が23.8%、親会社株主に帰属する当期純利益が31.3%であった。同社は、当第1四半期決算発表に併せて、当第2四半期

累計期間および通期の業績予想、配当予想を上方修正した。

¸x環境

世界経済は、地政学的リスクや米国の通商政策の不確実性の高まりなどを背景に減速懸念が強まる局面も見られたもの

の、個人消費や設備投資の持ち直しを背景に、総じて底堅く推移した。一方で、ナフサの供給不安や中国のレアアース規

制による原材料・エネルギーコストの高止まり、物価上昇の影響による個人消費の停滞や中国経済の減速などを背景に、

先行きについては依然として不透明な状況が続いた。

このような環境のなかで同社は、創業60周年を迎える2034年度のありたい姿を示す長期ビジョン「Vision60」を2025年

5月に策定した。「脱・金型部品依存」をキーワードに掲げ、金型部品事業の持続的な成長に加え、成長事業と位置付け

るFA事業の拡大に取り組んだ。また、2024年10月に締結したミスミグループ本社との資本業務提携によるシナジー効果

の発揮に向け、商品相互供給や物流面での連携強化を進めるとともに、特注品ビジネスを中心とした高付加価値化に取り

組んだ。

地域W・x�W売f高

国内売上高は3,004百万円（前年同期比13.1%増、通期会社予想に対する進捗率26.1%）、中国売上高は6,177百万円（同

2.0%増、同23.1%）、東南アジア売上高は630百万円（同28.8%増、同22.5%）、欧米他売上高は1,038百万円（同7.0%

増、同24.1%）となった。日本は、景気の回復による市況の活性化や営業活動の効果により、電子部品・半導体関連が好

調となり、家電・精密機器関連も堅調を維持した。中国は、自動車関連の売上が落ち着くも、スマートフォン向けや医療

関連など電子部品・半導体が好調であった。東南アジアは、マレーシア・シンガポール・インドは好調、ベトナムが不調

であった。欧米他は、欧州が好調に推移した。

自動車関連は4,333百万円（同4.1%減、通期会社予想に対する進捗率23.8%）、電子部品・半導体関連は1,958百万円（同

14.2%増、同25.1%）、家電・精密機器関連は1,144百万円（同26.4%増、同26.6%）、その他は3,415百万円（同12.6%

増、同22.9%）となった。FA売上高は850百万円（前年同期は719百万円）となった。自動車関連は、中国での売上に一

服感が出て減収となった。電子部品・半導体関連は、日本での半導体関連が好調となり、中国でのスマートフォン向けも

復調となったことで増収となった。家電・精密機器関連は、市場は横ばいであったが、同社においては堅調であった。そ

の他は医療関連の売上が増加した。

そのì

設備投資額は前年同期比6百万円減の173百万円、減価償却費は同22百万円増の315百万円となった。設備投資では、期

初想定に沿って、省力化・自動化投資などを実施した。

2026年7月、同社は、金属部品を提供している国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）が研究開発を進めてき

た再使用ロケット実験機RV-Xが、2026年7月11日に能代ロケット実験場にて飛行実験を行い、正常に飛翔し、離着陸を

行ったと発表した。

投資家との対話においては、アナリスト向けの説明会は例年通り通期決算発表後に実施した。また、今年は9月に個人投

資家向けのオンライン決算説明会も開催予定である。
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今期会社予想

出所：会社資料よりSR社作成

当第2四半期累計期間および通期業績予想、配当予想の修正（2026年8月7日
公表）

同社は、当第1四半期決算発表に併せて、当第2四半期累計期間および通期の業績予想、配当予想の修正に関して発表し

た。

����年�月期第�四半期累計期間x績µ想ª値の修正

売上高：23,000百万円（前回予想は22,100百万円）

営業利益：1,260百万円（同1,070百万円）

経常利益：1,230百万円（同1,040百万円）

親会社株主に帰属する中間純利益：600百万円（同340百万円）

����年�月期通期x績µ想ª値の修正

売上高：45,500百万円（前回予想は45,000百万円）

営業利益：2,400百万円（同2,300百万円）

経常利益：2,400百万円（同2,250百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益：1,200百万円（同1,100百万円）

x績µ想修正の理由

当第1四半期実績については、前期第4四半期から日本事業において想定を上回って受注が回復しつつあることから原価

率改善となったことに加え、中国や東南アジアをはじめとする海外事業においても底堅い需要が継続したことなどから、

売上高および利益は当初計画を上回って推移した。

当第2四半期累計期間の業績予想については、日本事業における受注回復を踏まえ、売上高および利益を上方修正した。

通期の業績予想については、当第2四半期累計期間の業績予想修正を反映して売上高および利益を上方修正するものの、

当下期については中東地域を巡る地政学的リスクの高まり、イラン情勢の変化に伴う世界経済および設備投資需要への影

響が懸念されることや、中国経済の緩やかな減速などを背景に先行きの不透明感が強まっている状況が続いていることか

ら、需要減少リスクを一定程度織り込んでいる。このため、当下期の業績見通しについては慎重な前提を置いている。

25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 下期実績 通期実績 上期会予 下期会予 通期会予

売上高 19,989 20,833 40,822 20,564 21,536 42,100 23,000 22,500 45,500
YoY 4.5% 8.4% 6.5% 2.9% 3.4% 3.1% 11.8% 4.5% 8.1%

売上r� 14,719 15,292 30,011 15,069 15,716 30,785 - - -
YoY 4.5% 7.9% 6.2% 2.4% 2.8% 2.6% - - -

売上総利益 5,269 5,541 10,810 5,495 5,820 11,315 - - -
YoY 4.6% 9.8% 7.2% 4.3% 5.0% 4.7% - - -
売上総利益率 26.4% 26.6% 26.5% 26.7% 27.0% 26.9% - - -

販売費�ê一}管理費 4,576 4,548 9,124 4,506 4,777 9,283 - - -
YoY 1.4% 5.1% 3.2% -1.5% 5.0% 1.7% - - -
売上高販管費比率 22.9% 21.8% 22.4% 21.9% 22.2% 22.0% - - -

営業利益 692 993 1,685 989 1,042 2,031 1,260 1,140 2,400
YoY 32.8% 38.1% 35.9% 42.9% 4.9% 20.5% 27.4% 9.4% 18.2%
営x利益率 3.5% 4.8% 4.1% 4.8% 4.8% 4.8% 5.5% 5.1% 5.3%

経常利益 606 1,007 1,613 1,035 1,166 2,201 1,230 1,170 2,400
YoY -25.0% 64.3% 13.5% 70.8% 15.8% 36.5% 18.8% 0.3% 9.0%
 常利益率 3.0% 4.8% 4.0% 5.0% 5.4% 5.2% 5.3% 5.2% 5.3%

当期純利益 212 656 868 559 292 851 600 600 1,200
YoY - 75.9% - 163.7% -55.5% -2.0% 7.3% 105.5% 41.0%
u利益率 1.1% 3.1% 2.1% 2.7% 1.4% 2.0% 2.6% 2.7% 2.6%
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�要

営業利益の増減分析では、売上高増加が913百万円増（増加要因：日本を中心とした受注増加。減少要因：原材料高騰要

因での価格改定による一時的な離客）、原価率改善が328百万円増（同：日本での稼働増等による原価率改善。同：原材

料高騰）、変動費増加が19百万円減・固定費増加が855百万円減（同：日本・中国での間接費の抑制。同：日本の営業体

制整備に向けた人員増、先行コスト増）を見込む。

売上高については、中国や東南アジアなどの海外事業の売上成長に伴う利益増の貢献を期初より見込んでいたが、そ

こに日本事業の増収も織り込んだ。

原価改善については、海外工場の稼働増による効果を期初より見込んでいたが、日本での稼働増による原価率改善お

よび主として超硬の原材料高騰を織り込んだことで、期初見通しからは引き下げた。

売上高を約3,400百万円拡大しても、物流費などの変動費用の増加額を抑制する。一方、日本事業においては、引き続

き、営業体制整備に向けて取組んでいくことから、営業人員増によるコスト先行を反映したが、従前よりも影響額は

引き下げた。

利益は回復傾向にあり、日本事業での取組み継続性の維持が重要だと同社は認識している。各種の取り組み強化や改

革のスピードアップを目指すと同社は述べている。

想定為替レートは、1人民元22.55円（修正前：22円00銭）、1米ドルが155.39円（同：152円00銭）である。設備投資計

画（約1,600百万円）、減価償却費（約1,200百万円）は期初想定から変更はない。

地域W・x�W売f高

国内売上高は11,500百万円（前期比4.4%増）、中国売上高は26,700百万円（同7.2%増）、東南アジア売上高は2,800百万

円（同37.2%増）、欧米他売上高は4,300百万円（同3.9%増）を見込む。

自動車関連は18,200百万円（同2.3%増）、電子部品・半導体関連は7,800百万円（同8.3%増）、家電・精密機器関連は

4,300百万円（同10.3%増）、その他は14,900百万円（同12.7%増）を見込む。FA売上高は3,400百万円（同10.2%増）を

見込む。

配当µ想の修正

1株当たり年間配当金：20.10円（前回予想：20.00円）

配当予想について、同社の配当方針「連結配当性向30%以上、かつ株主資本配当率（DOE）3%以上」に則り、上記業績

予想の修正により、当第2四半期期末配当予想を1株当たり10.05円（前回予想：10.00円）、期末配当予想を1株当たり

10.05円（同：10.00円）に修正し、年間配当金は1株当たり20.10円（前期比0.54円増）を見込む。

期初会社予想（2026年5月13日公表）

2027年3月期の会社予想は、売上高45,000百万円（前期比6.9%増）、営業利益2,300百万円（同13.2%増）、経常利益

2,250百万円（同2.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益1,100百万円（同29.3%増）である。1株当たり年間配当金

は、前期比0.44円増の20.0円を見込む（配当性向50.1%）。ROEは6.2%（前期比1.2%ポイント上昇）、ROICは7.7%（同

0.6%ポイント上昇）を見込む。

想定為替レートは1人民元22.0円、1米ドル152.0円である。設備投資は1,600百万円（前期は1,222百万円）、減価償却費

は1,200百万円（同1,177百万円）を見込む。

営業利益の増減分析では、売上増が779百万円増、原価改善（稼働率向上）が448百万円増、変動費増が19百万円減、固

定費増が939百万円減である。

経常利益については、前期に発生した為替差益は2027年3月期においては見込んでいない。親会社に帰属する当期純

利益については、前期に発生したのれん減損の影響は剥落する見込みである。なお、この数値には中東情勢などの影

響を織り込んでいないため、影響が明らかになってきた時は、改めて数字を精査して公表すると同社は述べている。

https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8795930a8ea1f1e2f8402c&companyId=62e3cb3b39f7770019b5f344&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


パンチ工業 6165

Research Coverage Report by Shared Research Inc. | https://sharedresearch.jp | 無料登録 15

配当予想については、株主資本配当率（DOE）3%をベースに、株主還元を強化するため、3%水準から若干引き上げ

て算定したと同社は述べている。

地域W・x�W売f高

国内売上高は11,300百万円（前期比2.6%増）、中国売上高は26,600百万円（同6.8%増）、東南アジア売上高は2,700百万

円（同32.3%増）、欧米他売上高は4,400百万円（同6.3%増）を見込む。

自動車関連は18,600百万円（同4.6%増）、電子部品・半導体関連は7,500百万円（同4.2%増）、家電・精密機器関連は

4,000百万円（同2.6%増）、その他は14,900百万円（同12.7%増）を見込む。FA売上高は3,400百万円（同10.2%増）を見

込む。

増減F析

営業利益の増減分析（予想）は、売上高増加779百万円増、原価改善448百万円増、変動費19百万円減、固定費939百万

円減である。売上高では、増収要因として中国を中心とした海外事業の受注増加を見込む。減収要因として、原材料高騰

要因での価格改定による一時的な離客を見込む。原価率では、増益要因として中国での稼働増による原価率改善を見込

む。減益要因として原材料の高騰を見込む（タングステンなど）。販管費では、増益要因として日本・中国での間接費の

抑制を見込む。減益要因として日本の営業体制整備に向けた人員増や先行コストの増加を見込む。

利益は回復傾向にあるものの、日本事業の立て直しが急務であり、各種の取組み強化や改革のスピードアップを目指

すと同社は述べている。日本事業においては、引き続き、営業体制整備に向けて取組んでいくことから、営業人員増

によるコスト先行を見込む。

中期業績の見通し

Gi7&arM長期I.]i「Vision60」

2025年5月、同社は、創立50周年を迎え、これを機に、次の10年を見据えたパンチグループ長期ビジョン「Vision60」

を策定したことに関して発表した。  

「1OcOZX��」の目V

同社は、2025年3月に創立50周年を迎えるにあたり、改めて同社の存在意義を全社員で共有するものとして、2024 年8

月に「パーパス」（「ものづくりによる信頼、真摯な技術、自由な創造力で、次世代の豊かな未来をカタチづくる 」）を

策定した。

長期ビジョン「Vision60」は、このパーパスの実現へ向けて、10年後の同社グループの「ありたい姿」を示し、そこへ至

る3つの中期経営計画の戦略をバックキャスティングにより定めるものである。

「1OcOZX��」の�要

同社のパーパスと、取り巻く環境の将来予測に基づき、10年後の「ありたい姿」として「脱・金型部品依存」を掲げ、事

業領域の拡大を図りながら、絶えず変化する社会の多様なニーズに応える企業グループを目指す。

具体的には、金型部品事業の持続的な成長とともに、成長事業と位置づけるFA事業のさらなる拡大を図り、さらに第三の

柱となる新たな事業の開拓・育成を推進することで、FA事業および新規事業の売上高構成比を高め、2035年3月期には連

結売上高80,000百万円を目指す。そして、「Vision60」を達成するための原動力として、同社グループの企業アイデンテ

ィティである「パンチスピリット」（チャレンジ・ 創意工夫・ 自由闊達）の精神にもさらに磨きをかける。

同社の�える未来の¸x環境

10年後の未来予測として、同社を取り巻く環境について下記を想定している。
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事業内容
I.C/の概要
同社は、主にプラスチック金型やプレス金型部品の製造・販売事業を行う。

同社の売上高に占める製品割合はプラスチック金型部品が1/3、プレス金型部品が半分強、残りがFA部品とのことであ

る。また、同社はカタログ品（標準製品）とオーダーメイドの特注品を製造している（割合は特注品が60%程度）。標準

製品では、プラスチック成形や金属プレスの金型を中心にさまざまな金型に必要となる、汎用性の高い高品質な製品を豊

富にラインナップし、カタログ販売を行う。標準製品はカタログ冊子やECサイトによるWeb経由の受注が基本となる。

特注品は標準製品のカタログ規格から外れるサイズ、形状の製品を求めている顧客向けの製品で、拠点からの営業活動に

より顧客のニーズにきめ細かく対応しカスタマイズした製品である。

プラスチック金型部品

プラスチック金型は、携帯電話やデジタルカメラの外装など、多くのプラスチック製品の製造に用いられる金型であり、

加熱溶融したプラスチック樹脂を、射出成形機に実装された金型に注入し、冷却・固化することにより製品が作られる。

同社の製品はその金型に取り付けられる下記部品群である。

出所：会社資料より

プラスチック金型部品における主な標準製品は、下記である。

エジェクタピンには、ストレートエジェクタピン、段付きエジェクタピン、角エジェクタピンがある。その他には、エジ

ェクタスリーブ、センターピン、ストレートコアピン、段付きコアピン、ダイカスト型用エジェクタピン・コアピン、デ

ートマーク・入れ子関連部品、アンギュラピン・ロッキングブロック、スライドコア・ガードレール、ランナー関連部

品、ゲート関連部品、型開き制御部品、冷却・温調関連部品、コイルスプリング、ねじ・小物部品などがある。

金型とは、金属または樹脂製の同一形状の工業製品を、プレス加工のような塑性加工や材料を溶かして形状を成

形する射出成型などにより、大量生産するための型のことである。

スプルーブッシュ



射出成形機の射出ノズルから¼Êしたプラスチックを金型へßし込むための部品

ゲートブッシュ



スプルーブッシュから金型内の製品部にプラスチックをßす部分であり、成型後、金型を開く

時にこの部分から製品部を切り離す部品

エジェクタピン 成型品を金型から離し、突き出すための部品
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プレス金型部品

プレス金型は、プレス機に装着し上下に分かれた金型の間に材料（金属の鋼板）を入れ、プレス機により材料に荷重を加

えることに用いられる金型である。同社の製品はその金型に取り付けられる下記部品群である。

出所：会社資料より

プレス金型部品における主な標準製品は、下記である。

パンチには、パンチ、ジェクタパンチ、小径パンチ、2段パンチ、厚板用、ノック穴付き、タップ付き、キー溝付き、つば

止め、シャンクカット、ストレート、ミニ、ブランクなどの種類がある。その他では、ブロックパンチ、パイロットパン

チ、ボタンダイ、ブロックダイ、パンチガイドブッシュ、成型加工用パンチ・ダイ、異形状パンチ・ダイ、リテーナ、超

精密・超鋼、ねじ・小物部品、ガイド・リフタ関連部品、ミス検知関連部品、スプリング、ホルダーガイドポスト関連製

部品、フック・型保管用部品、自動車型用関連部品、トランスファ型用関連部品などがある。

特注品

特注品は標準製品と違い、顧客の要望に合わせたカスタマイズを行う受注生産のオーダーメイド製品で、プラスチック・

プレス金型部品の60%程度を占め、同社が注力している製品群である。顧客の仕様に基づくオーダーメイド製品を切削、

研削などの精密加工技術を駆使し受託製造を行う。同社の幅広い標準製品で特注品対応が可能だが、特に多いのはプラス

チック金型部品ではエジェクタピン・コアピン、プレス金型部品では、パンチ・ダイである。

金型はさまざまなエンド製品に合わせて作成されるため、すべて固有のサイズ・形状を持っており、標準製品だけで金型

を完成させることはできない（標準製品ではパターン（形状）、サイズ、寸法、材質などが該当しないという状況が多く

生まれる）。その場合、顧客が標準製品をカスタマイズしようとしても技術的に加工できない、あるいは製造コストが高

価となり採算が取れないという場合に、顧客は同社に特注品を発注する。同社は材料調達、熱処理、加工、表面処理、検

査・測定まで一気通貫のサービス体制を構築している。

対応可能な素材の種類はプラスチック金型用鋼、冷間・熱間金型用鋼、炭素鋼、合金・炭素工具鋼、ステンレス鋼、超硬

合金、クロムモリブデン鋼、銅合金、ばね鋼、高炭素クロム軸受鋼、高比重合金、アルミニウム合金など幅広い。高強度

化、耐摩耗性、摺動性などさまざまな機能ニーズに対応した表面処理・熱処理などの二次工程も対応が可能である。CAD

（コンピュータ支援設計）データによる注文にも対応している。製造にかかるリードタイムは平均して8～10日程度であ

り、毎月、一定の受注残は翌月に持ち越されるが、月次の受注高と売上高の差は小さいと同社は述べている。

ダイセットガイド 上型と下型の関係を正しく保つために使用される部品

パンチ 材料に押しつけて使われる工具で、通常はダイと対で使われ、材料に穴あけ加工等をする

ストリッパガイド
パンチ・ダイの関係をダイセットのガイドを用いて位置合わせをして、適正なクリアランスを保

つために使用される部品
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ライン生産を行う大量生産品と違い、技術者が顧客から入手する図面に沿って0.01㎜や0.001㎜といった単位の微細な

加工を行う必要がある。そのため、たくさんの顧客から注文を受けるには大量の熟練技術者と多くの工作機械、測定

機器および検査機器が必要となる。

発注は、顧客から図面を入手し、即見積もりを行い、納期・価格を顧客に回答するという流れである。発注にあたっては

1個から注文が可能である。特注品の例は下記である。

特注品のカスタマイズ対応範囲例（プラスチック金型用のエジェクタピンの場合）

出所：会社HPに掲載の製品カタログよりSR社作成

標準製品で品目を増やしていくのではなく、特注品で加工範囲の拡大や品質向上、価格・納期などの競争力を上げて

いく方針である。また、将来的にはECサイトの機能強化の一つとして、特注品の注文をECサイトで受けられるように

したいと同社は述べている。

営業面では、特注品は顧客のニーズにきめ細かく対応しており、顧客密着型の営業を展開している。特注品への対応

により同社に対する信頼が醸成され、その後、標準製品の受注にもつながることも多い。逆に、標準製品から取引を

始めた顧客に別サイズや表面処理のニーズをヒアリングし、特注品の受注につなげることもある。

販売・製造

充実した生産設備を備えた製造部門と、顧客密着型の販売部門が一体となった製販一体型の事業展開により、標準製品か

ら顧客仕様の特注品まで幅広く対応することができる。

販売

国内に10カ所、海外40カ所の販売拠点を配置し、グローバルに顧客密着型の受注活動を展開した製造直販を行う。国内

では宮城、岩手、栃木、埼玉、神奈川、長野、愛知、大阪、広島、福岡の各県に支店を持つ。海外では、中国子会社の盤

起工業（大連）有限公司は上海、北京、広州などに34カ所の営業所を持つ。東南アジアでは、インド、マレーシア、シン

ガポール、ベトナムで現地子会社、インドネシアは合弁会社、タイ、韓国、台湾、オーストラリア、トルコ、フィリピン

では販売代理店を介して販売を行っている。その他の国では、米国は販売子会社、ドイツでは販売代理店を介して販売を

行っている。

特注品の営業においては営業人員が顧客を訪問する顧客密着型の受注活動を行う。営業人員は顧客の技術的な課題を聞き

出し、それに対して提案を行う。顧客の課題に対して、最も適した製品、カスタマイズ（大きさ、長さ、硬度、表面処

理、材質、加工など）、トータルコストなどを提案しないといけないため、営業人員にも技術的な知識が必要となる。そ

のため、営業配属前に工場で実際の加工を経験する研修が行われる（社内教育機関であるパンチアカデミー（下記参照）

を活用）。製品は一度顧客に納入すると、その後は消耗品として繰り返し納入されることが多い。

不具合が発生した場合は、製品に問題がないか、顧客の使用条件に問題がないか、製品のカスタマイズが必要かなど

を顧客と一緒に解決策を探る。近年は、より顧客のニーズを深く探るため、製造の技術者が営業に同行する機会を増

やしている。そのような顧客密着型の営業を通し、顧客に同社への信頼を醸成することで、顧客から新製品のニーズ

や既存製品での機能向上ニーズが持ちかけられることが特注品の新規受注につながる。

Web販売

「Punch-Net」というECサイトを展開しウェブカタログで商品を閲覧し、見積もり・商品の注文が可能だったが、2023

年1月に機能を拡充した新ECサイト「PunchCoco」をリリースした。新サイトでは、サイト上での商品検索、商品カー

硬度 59～61ロックウェル硬さ
径 0.2㎜～12㎜。公差0.002㎜
長さ 最大350㎜。公差0.005㎜
真円度 0.0015㎜
表面処理 硬質クロムメッキ、窒化チタン、チタニウムカーボンナイトライド

材質 モリブデン系高速度工具鋼、マルテンサイト系ステンレス、ダイス鋼、ダイス鋼+窒化処理

加工
先端ボス加工、先端形状加工、大きな外R加工、外・内R加工、2段斜面加工、アンダーカット加工、2
段テーパ加工、Dカット加工、リブ加工、ガス抜き＋凹彫刻、斜面加工+凸彫刻
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ト、マイメニュー、チャットボットなど利便性の高い機能が利用可能となった。標準製品は売上高の70%強程度がEC経

由となっている。

同社の製品は製品点数やバリエーションが多いことからカタログのページ・冊数も多くなってしまっており、顧客が

新しく製品を探すときなどに手間取ることが多かった。また、以前のECサイトは、商品検索機能が十分ではなかっ

た。2023年の「PunchCoco」のリリースで顧客利便性が大きく向上した結果、顧客は手軽に製品を検索し、製品の比

較を行えるようになった。今までは商品知識がなく、検索の段階で止まっていた新規顧客の増加に期待できると同社

は述べている。今後のECサイトの機能強化では、在庫機能や特注品の注文を行える機能、中国語対応などを進めたい

とのことである。

2024年4月には「PunchCoco」の機能拡充を行い、プレス金型部品約28,000品番の商品検索が可能となった。既に公

開済みのプラスチック金型部品約3,500品番とあわせて、同社が提供するカタログ掲載アイテムの約31,000品番が

PunchCocoで検索が可能となり、顧客利便性が向上した。

製造

製造では、創業以来培った精密加工技術ノウハウの蓄積と、2千台を誇る工作機械や1千台近くの測定機器および検査機

器を駆使し、全プロセス一気通貫の生産体制を構築した。材料となる鋼や超硬材に対して、長年積み上げた熱処理技術、

表面処理技術、研削加工技術などの技術ノウハウを習得した熟練技術者を大量に抱えている点に特徴がある。

同社が注力する特注品においては、技術者が顧客から入手する図面に沿って0.01㎜や0.001㎜といった単位の微細な加工

を行う必要がある。そのため、多くの熟練技術者と多くの工作機械、測定機器および検査機器が必要となる。技術者につ

いては、加工工程で担当を分けており、一つの製品に付き10人以上の技術者が携わることが多い。特定の機械、設備を

使った特定の工程を一人の技術者が長時間にわたり担当することで技術に対して習熟が進み、一人一人の技術者が高い専

門的な技術力を持っていることが同社の精緻なモノづくりを支えている（その代わり、熟練技術者の育成には時間がかか

る）。

人員では全体の約70%（2,800名程度）が製造部門に属する。1日の1人当たり製造数は、標準製品の量産品だと数百個作

ることがあるが、特注品だと製品によりばらつきがある。製造に失敗した製品は自社の検査で検出されるため、クレーム

になる失敗率は1%未満とのことである。

顧客から預かった図面からどのように加工すれば最も顧客の要望にあう特注品が出来上がるのかという点が最も難し

いが、同社はそのノウハウを積み上げてきており、そこが他社が模倣しようとしてもできない部分だと同社は述べて

いる。

機械、設備の内訳では、切削加工機640台、研削加工機1,100台、放電加工機200台、熱処理設備80台、表面処理装置10

台、検査・測定器具910台を保有している（2024年3月末）。

グローバルで製造を行っており、国内3カ所、海外8カ所の製造拠点がある。国内工場は、岩手県北上工場、岩手県宮古

工場、兵庫県兵庫工場がある。海外では、中国6カ所（大連、瓦房店、無錫、東莞など）、マレーシア、ベトナムに製造工

場がある。

製造パートナーとして、約300社の協力工場による製造体制も構築されている（売上高のうち半分弱程度が外製）。同社

製品として販売する以上、一定の品質を確保できる協力工場を探す必要がある。開拓には時間がかかり、年に数社程度し

か増やせないとのことである。
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�F・x�W売f高・地域W売f高

顧客業種は自動車、家電をはじめ多方面にわたっている。顧客数は15千社（国内約6千社、中国約8千社、その他1千社）

である。15千社のうち、約12千社が金型以外の製造業メーカー（金型ユーザー）、約3千社が金型専業メーカーと同社は

推測している。売上高が最大の顧客でも売上高の1～2%程度しか占めておらず、特定の大口顧客はいないと同社は述べて

いる。

x�W売f高の�h

出所：会社資料よりSR社作成

*エンドユーザーベース

最も大きい割合を占める自動車関連売上高は2012年3月期の9,170百万円から2018年3月期に18,370百万円まで増加し、

その後増減を繰り返している。電子部品・半導体関連の売上高は6,000百万円から8,000百万円のレンジで推移してい

る。家電・精密機器関連は2012年3月期の3,480百万円から2019年3月期に4,837百万円まで増加したがその後減少傾向で

ある。その他の売上高は2012年3月期の5,630百万円から長期的に増加傾向にある（その他には産業機械、情報通信、医

療関連、食品関連、商社などが含まれている）。

顧客業界別の利益率では、自動車がやや低め、電子部品・半導体はやや高め、家電・精密機器関連およびその他は一

定の水準で安定していると同社は述べている。自動車向けは業界慣行として自動車メーカーから原価低減圧力がかか

りやすいため収益性は低めになりやすい。ただし、自動車向けの価格に関してはもともと安めに設定しているため金

型本体ほど値下げ圧力を受けているわけではなく、横ばい傾向と同社は述べている。なお、自動車の電動化に関して

は、需要が減少するエンジン関連は鍛造部品が多いものの同社製品には鍛造部品は少なく、大きな影響は出ないと同

社は考えている。

家電・精密機器関連は要求される精度が厳しいものが多く、同社の高精度部品の強みを生かせることから比較的利益

率が良い。半導体関連では後工程のボンディング装置メーカーへの刻印付のエジェクタピンの納品が多く、その製品

人材育成：パンチアカデミーとは2017年4月に設立した、実習用の機械設備を備えた新人教育、階層別研修、ス

キルアップ研修、営業担当者のための人材開発・技能実習などを行う人材育成施設である（北上工場に付設）。講

師としては、現場を離れる年代のベテラン技術者たちが「指導員」という形で後進を育成するため、同社の強み

である熟練技術者の長年培われた製造技術が若手へ承継される機能を果たす。

働き方改革：中期経営計画の施策として、女性活躍推進やワークライフバランス、グローバル人材の育成の改善

を進めている。具体的には、ダイバーシティに関する教育の実施、育児・介護・疾病治療等と仕事の両立に向け

た支援施策の強化・新設、「パンチ・ファミリーサロン」（産・育休中の社員（性別問わず）を対象とした Web

交流会）の開催、男性社員の育児休暇の取得推進、「マイジョブプラン制度」の導入などを行った。また、地域

貢献と地域の将来を担う人材育成の一環として、近隣の高校において資格取得の指導などの取り組みも行う。

業�別売上高推h 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 36,649 41,025 40,936 35,349 32,462 39,359 42,800 38,344 40,822 42,100
YoY -0.3% 11.9% -0.2% -13.6% -8.2% 21.2% 8.7% -10.4% 6.5% 3.1%
自動車¼Â 16,780 18,370 17,877 15,370 13,682 16,442 18,082 16,537 17,194 17,784

YoY -1.6% 9.5% -2.7% -14.0% -11.0% 20.2% 10.0% -8.5% 4.0% 3.4%
売上高µ�比 45.8% 44.8% 43.7% 43.5% 42.1% 41.8% 42.2% 43.1% 42.1% 42.2%

�子K品・;�C¼

Â
7,000 7,880 7,558 6,113 6,315 8,043 7,866 6,930 6,990 7,199

YoY 6.9% 12.6% -4.1% -19.1% 3.3% 27.4% -2.2% -11.9% 0.9% 3.0%
売上高µ�比 19.1% 19.2% 18.5% 17.3% 19.5% 20.4% 18.4% 18.1% 17.1% 17.1%

W�・:d�/¼Â 4,480 4,780 4,837 4,298 3,888 4,192 4,312 3,647 3,836 3,897
YoY -6.7% 6.7% 1.2% -11.1% -9.5% 7.8% 2.9% -15.4% 5.2% 1.6%
売上高µ�比 12.2% 11.7% 11.8% 12.2% 12.0% 10.7% 10.1% 9.5% 9.4% 9.3%

Ôå他 8,400 9,940 10,662 9,566 8,574 10,679 12,538 11,229 12,800 13,218
YoY 1.2% 18.3% 7.3% -10.3% -10.4% 24.6% 17.4% -10.4% 14.0% 3.3%
売上高µ�比 22.9% 24.2% 26.0% 27.1% 26.4% 27.1% 29.3% 29.3% 31.4% 31.4%

�FA売上高 2,741 2,483 2,647 3,058 3,084
YoY - -9.4% 6.6% 15.5% 0.9%
売上高µ�比 7.0% 5.8% 6.9% 7.5% 7.3%
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